
総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成WG最終とりまとめ
【概要】Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（案）
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＜教育・人材育成システムの転換の方向性＞

社会構造の変化 バイアスのかかる理系の進路選択
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上段：一学年あたりの人数
下段：一学年（男女別）あたりの割合

（例：一学年女子の〇％）

社会構造の変化の中で新しい価値を生み出すのは「人」
これからは人と違う特性や興味を持っていることが新しい価値創造・イノベーションの源泉

「well-being（一人ひとりの多様な幸せ）」を実現できる「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転換が必要
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教室の中にある多様性

探究・STEAM教育を社会全体で
支えるエコシステムの確立

文理分断からの脱却・理数系の学びに
関するジェンダーギャップの解消

約21万人

４０％

政策１
• 教育課程の在り方（教育内容の重点化、標準授業
時数など教育課程編成の弾力化）の見直し（文）

• サイエンス分野の博士やプログラミング専門家が
教壇に立てるよう教員免許制度改革（文）

• 教職員の配置や勤務の在り方の見直し（文）
• 困難さに直面している子供たちの状況に応じた多
様な学びの場の確保（文）

• 探究力な学びの成果などを図るためのレポートや
プレゼンなどの評価手法の開発（内・文・経）

• 「教育データ利活用ロードマップ」に基づく施策
の推進（デジ・文・総・経）

• デジタル化を踏まえた国・地方・家庭の教育支出
の在り方の検討（文・経）

• 子供や学びの多様化に柔軟に対応できる学校環境
への転換（文）

政策２ 政策３

• 高専等の小中学校のSTEAM拠点化（文）
• 探究・STEAMの専門人材の配置に向けた高校の
• 指導体制の充実（文）
• 大学入試における探究的な学びの成果の評価
• 企業や大学、研究機関等と学校をつなぐ
プラットフォームの構築（文・内・経・デジ）

• 企業の次世代育成投資に対する市場評価の仕組み
（経・内・文）

• ジェンダーバイアスの排除のための社会的ムーブメ
ントの醸成、ロールモデルの発信（内・文・経）

• 高校段階の早期の文理分断からの脱却・高校普通科
改革（文）

• 文理分断からの脱却のための大学入試の改善（文）
• ダブルメジャーやバランスの取れた文理選択科目等
による大学等における文理分断からの脱却

（内閣官房教育未来創造会議担当室・文）
• 学部や修士・博士課程の再編・拡充

（内閣官房教育未来創造会議担当室・文）
• 女性が理系を選択しない要因の大規模調査の実施

（内・文）

約19万人

３７％

約8万人約14万人

約3.5万人 約0.7万人

２７％ １６％
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• 学校外プログラムに参加できる教育課程の特例や
個別性の高い指導計画の策定（文）

• 高専、SSH、大学、企業等での特異な才能のある
子供の受け入れ（文・内・経）

• 特異な才能のある生徒を積極的に受け入れる大学
入試の改善（文・内）

【探究・STEAM教育の充実】

【特定の分野で特異な才能のある子供が直面する困難さを除去】

実現に向けた３本の政策・４６の施策

OECD/PISA調査
15歳段階の科学的
リテラシーの高成績者の
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※一学年あたりの人数及び一学年（男女別）あたりの割合については、本体スライド1５の出典と同様。

※子供の数の考え方・定義等については、本体スライド10の出典と同様。
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